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Sa(laksaraに つ い て

前 谷 彰(恵 紹)

0.Sardulakarnauadana(SKAと 略)で は,刑 罰を減ずる功徳を持ち,除 災の機

能を有するとされるsadaksara-vidya(SVと 略)が 説かれることはよく知られて

いる。 このSVが 若干の変遷を伴いながらも後代の様 々な密教経典へ継承されて

行った,そ の伝承形態については既に別稿において論じた1)。ところが,こ のSV

について幾つかの議論がなされては来たものの,SVそ のものの語義については

未だに明確にされていない。さらに,SVが いかなる宗教的基盤をもとに発生し

たかについてもまだまだ考究の余地が残されている。

W.Zinkgrafは,SKAに 説 かれるCandali(Matahgi)の 用 いたマ ン トラの呪

部におけ るSikhigrahadevaの 語 に着 目し,こ れ がAtharva-Parisista所 属

Kausika-sittraに 見 出されるGraha-devaに 相 当する ことを指摘 した。 さらに

彼 は,こ れによってCapd巨li(Matahgi)が 『アタル ヴァ=ヴ ェーダ』 の呪法 の継

承者 であ り,か か るマン トラは後 に仏 教 に 摂 入 さ れ,や が ては.Manjusrimula－

lealPa等 の タン トラ文献へ と受け継がれて行 った とい う見解を導 き出 し た2)。 そ

こで,本 稿では彼のこのような方法論によって,同 じくSKAに おけるSVの

呪部に見出される語に着目し,果 たしてSVと はいかなる語義を有し,い かなる

宗教的基盤をもとに誕生するに至ったかについて考究して行 くことにする。

I.lSKAで は,$Vが シ ャーキヤ=ム ニに よって次の ように説 かれる3)。

iyam ananda sadaksari-vidya sadbhih samyaksambuddhair bhasita catu rbhis ca 

maharajaih sakrena devanam indrena brahmana ca sahapatina / maya caitarhi 

sakyamunina samyaksambuddhena bhasita / tvam apetarhy ananda tam dharaya 

vacaya paryavapnuhi / yaduta yatha: 

 andare pandare karande keyure 'rcihaste kharagrive bandhumati viramati dhara 

 vidha cilimile vilodaya... abridgement ... svaha

このよ うに,SVは 六 人 の正覚者に よって説かれた とされ ている。 また,四 天

王や ブラフマソ等に.よっても説 かれ,さ らに今 また シ ャーキヤ=ム ニ正覚者に よ
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って説かれた とされ ているのである。

ここでは特に呪部のandareか らbandhurnatiま で の語の内,ま ずはbandhu－

matiの 語 を 取 り上 げ ることにす るが,因 に この箇所はチベ ッ ト訳 では[and-

are keyure dhihaste saragebe bantamati](東 北No .358,417b4=北 京No.1027,

243b8)と 音 写 され,pandare karapde等 の語 の音写を欠 くと同時に,bandhu-

matiに 対 応す ると目され る語がbantamatiと な ってい る。 しか し,漢 訳 『摩

登伽経』 では[安 茶利 槃茶利 枳 由利 他彌葛 賜帝 薩羅結利毘繋頭摩帝]

(大正21,P.441c,ll.16-17)と,karandeの 音 写を欠 くものの,「 槃頭摩帝」は

bandhumatiの 音 写 と見倣 され る。 また,SKA校 訂 者Mukhopadhyayaが 所

依 としたべ ソガル写本(Ms of the Asiatic Society of Bengal.Ms.no.B,17)及

び パ リの マイクロフ ィル ム(Paris Ms.Microfilm of the Ms C5 Of the Societe Asi-

atique)に よ って も,bandhumatiと な ってい ることに加え,Cowell.&Neil.刊

本 もパ リのマ イクロフ ィル ムお よび ヶンブ リッジ大学所蔵 のネパール写本 をもと

にbandhumatiと 明 記 してい ることか ら4),こ こ ではやは りbandhumatiの 語

を採用す ることにす る。

す る と,こ のBandhumatiは 当然Bandhumatiの 呼 格 と考え られ るが,な に

ゆえSVの 呪部に この語が挿 入されているのかが問題 となる。そ こでまずはband-

humatiが 種 々の文献におい てどのよ うに伝承 されてい るかについて見て行 くこ

とに しよ う。

1.2Dhiga-Nikayaで は 次 の ようにBandhumatiはVipassi(Skt.Vipa6yin)の

母 であ ると記 され ている5)。

Vipassissa bhikkhave bhagavato arahatosammasambuddhassa Bandhuma nama raja 

pita ahosi, Bandhumati nama devi mata ahosi janetti. Bandhmassa ranno Bandh-

mati nama nagaram raja-dhani ahosi.

この よ うに,Bandhumatiは 過 去第一仏 とされ ているVipassiの 生 み の母 の

名であ ると同時に,Bandhuma王 の 都城 の名であ った とされてい る。 漢訳 『長

阿含経』巻第一において も同様 の記述が認め られ るが,そ こでは 「繋頭婆提」 と

音写 されてい る(大 正1,P.36,ll.7-10)。 さ らに 『ジャー タカ』 でも,Vipassi

の 母 及びBandhuma王 の 都の名 としてBandhumatiが あ げ られてい る6)。

ところが,Avadanasatakaで は,VipasyinがBandhumatiと い う王城にお

いて仏事をな して涅槃界に入滅 した とされ,そ の後Bandhumat5王 が その舎利
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を供養し,宝 塔を建立したとい う記事が次のように見出される7)。

sa bandhumatim raja-dhanim upanisritya viharati / yavad vipasyi samyaksam-

buddhah sakalam buddha-karyam krtva... abirdgement ... nirvanadhatau parinirv-

rtas tato raja bandhumata bhagavantahsariresarirapu jam krtva samantayo jana-

stupas catu-ratna-mayah pratisthapitah...

‚±‚Ì‚æ‚ë‚É

, Bandhumat1‚ª Vipasyin 

な い 。 ま た,Divyavadana所 収 Asokavarnavadana, Mandatavadana, Jyotiskav-

adanaに お い て もVipasyin仏 がBandhumatiの 王 城 に住 した とす るパ ラレル

な一 文が存在す るが,BandhumatiがVipasyin仏 の 母であ った と い う記述 は

見出し得 ない8)。 しか し,伝 承内容 の差異は別 として,い ずれ の伝承に おい て も

Bandhumatiと 過 去七仏 の第一仏 とされ るVipasyin(Vipassi)と が 非常に深 く

結び付いてい ることについて異論はない。そ うす る と,こ れ よりSVの 宗教的基

盤が過去七仏信仰 と深 く関連 してい る とい う見解 を導 き出す ことが出来 るのであ

る。

ⅡSVが 過去 七仏信仰 と深 く関わ ってい るとす ると,SVに お けるSadと い う

数詞が何を指示 し,aksaraが 果 たしていかなる語義 を有 してい るかが問題 とな

る。因に,漢 訳 『摩登伽経』ではSVを 「六句神呪」(大正21,p.400c)と 訳 してい

るが,ど の語を もって 「六句」 となすかは 明確 でない9)。 ところが,P.M.Modi

等 はaksaraの 通 常の語義に加え,そ のシ ノニムとしてbrahman,purusa,av-

yakta,maya,prakrti,buddha等 の語 をあげ てい る10)。す ると,今 仮に この

aksaraをbuddhaと 同 義に解す ると,Sadaksaraは 「六仏」 を指示す ることに

なる。確 かに この見解 は飛躍 の粋を脱 し得ない と同時に,今 ここでは過去七仏信

仰の発展形態等について論 じる余裕を持たない。つまり,SKAと 過去七仏帰依

文を説 く代表的経典である.Atanatiya-suttantaと の相関関係及びその新旧問題に

ついての考察は別の機会に譲らねばならないであろ う。しかし,上 挙のSVの 呪

部に先行する散文 に おい て,SVが 六人の正覚者(Sad-samyaksarpbuddha)に よ

って説かれたとい う文脈から考えると,SKAに 説かれるSadaksaraは 過去七仏

を説 く前段階での過去六仏を示唆しているとい う見方が可能となるのである。そ

こで,こ の見解をもとに,SVの 宗教的基盤を探求する上で,今 度はbandhum-

ati以 外の呪部の語に着目してみ よう。
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ⅢSVの 呪部におけ るapdareか らbandhumatiま で の語 の うち,arcihaste

とkharagriveの 語 は写本に よって異同が甚だし く語形を確 定し得 ないので,こ

こではandareか らkeyureま で の語を取 り上げ ることにす る。但 し,こ れ らが

呼格 で示 された語 とす ると,〈-e〉 語 尾 よ り,<a>語 幹 もし くは 〈i〉語幹を持 っ

た語 と解 し得 るが,こ こでは語形上 よ り 〈a〉 語幹を有す る語 と見做すのが妥当

と思われ る。そ こで,以 下 これ らの語義を分か り易 く列記す ることに しよ う。

(1)andara→ 現 段階では部族名 とい う語 義のみ

(2)pandara→ 部 族 名,蛇 神,植 物名[学 名AnogeissusLatifolia;Dhaura,

Dhava<Hindi>, Velly naga<Tamil>11); Dhava, Dhaura, Bakali<Hindi> 

Vellanagai, Vellanamai<Tamil>, Dhavah<Skt.>, Vellanava, Malukan-

niram<Malayalam>... etc. 12) ]

(3)karanda→(竹 細工の)籠,蜜 壼,剣,あ ひ るの類,植 物名[学 名Mesua

ferea;Naga-kesera〈Te.1.gu〉,Nagchampa〈Malayalam〉...etc.13);セ イ ロン

テ ツボ クとも呼ばれ,Nagesvara〈Skt.〉 と も言わ れる。毒蛇に咬 まれた時

の治療に用い,弥 勒仏 の持 つ花 とされ ている14)]

(4)keyura→ ブ レスレ ッ ト,植 物 名[学 名Pandanus odoratissimus;Keor,

kanta〈Hindi〉,Ketaka〈Skt.〉,Kotoki,Kanta<Bengal>...etc.15);プ ラ ー

ク リッ ト語形 ではKeura16);Ketaki〈Skt.〉 とい う語形 もあ る17);ア ダ ンと

呼ぼれ,蛇(naga)が 棲 む木 と考 え られてお り,シ ヴァ神が この木の葉で ガ

ウ リー(Gauri)に 慰 め られた と伝え られてい る18)]

以 上 の ことか ら,andaraは 別 として,pandara,karanda面,keyuraは 全 て植

物名(樹 木名)を 有し,ど れ もが蛇 として のnagsと 非 常に深 く結び付いてい る

ことが看取 出来 る。 これを もってSVの 宗教 的基盤 がnags族 に あ るとい うよ

うな安易な見解 を打 ち出す ことは差 し控 えたい。しかし,pandara等 の語義か ら

は,少 な くともSVがnaga信 仰 と深 く結び付いた,固 有の部族集団 の宗教的

基盤を もとに発生 した ものである ことは容易 に推察され るので ある19)。

これ までの考察に よって,SVがnaga信 仰 や樹 木崇拝 と深い関わ りを持 って

い ることに加 え,過 去七仏信仰 の発展形態 を知 る上 で非常に重要な位置を 占めて

い ることが確認 出来た。 と ころが,『 孔雀 明王経』に おいてsadaksariと い う女

性形 の神格が示 された り20),KarandavyuhaやSadhanamalaにOm mani pa-

dme humと い う6シ ラブルを有す るsadaksari-maha-vidyaが 説 かれ ること

は よ く知 られてい る21)。す る と,こ れ らとSVと の相 関関係 を究 明す る ことが当
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面の課題となるが,こ の問題に関しては別の機会に詳しく論ずることにする。
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